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過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

二
〇

（
一
〇
八
O
）

過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

石

川

明

一

は
　
じ
　
め
　
に

　
過
去
の
椹
利
乃
至
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
訴
訟
物
と
な
り
う
る
か
否
か
、
と
い
、
）
間
題
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
（
2
）

　
我
が
國
で
は
、
從
來
、
學
読
到
例
と
も
に
こ
れ
を
否
定
す
る
老
え
方
が
強
い
。
こ
の
通
読
的
見
解
に
封
し
、
「
株
主
総
會
決
議
を
封
象
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
（
5
）

各
訴
に
つ
い
て
の
訴
訟
法
學
的
考
察
」
に
お
い
て
中
村
教
授
が
、
更
に
、
從
來
の
通
読
的
見
解
を
踏
襲
し
た
最
近
の
最
高
裁
到
所
の
到
決
の
評
縄

に
お
い
て
宮
崎
教
授
が
、
お
の
お
の
肯
定
詮
の
立
場
に
立
た
れ
た
。

　
ま
た
到
例
に
お
い
て
肯
定
読
を
と
る
の
は
、
中
間
確
認
の
訴
の
訴
訟
物
は
過
去
の
法
律
關
係
で
も
よ
い
と
す
る
大
審
院
の
到
決
と
、
昭
和
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
般
の
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
肯
定
読
を
と
つ
た
大
審
院
到
決
が
僅
か
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
（
8
）

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
全
く
事
情
が
異
る
。
我
が
國
の
通
詮
す
な
わ
ち
否
定
読
は
、
殆
ん
ど
少
数
読
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
學
読
剣
例
の
堅

倒
的
多
数
は
、
そ
の
表
現
を
異
に
す
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
實
質
的
に
み
れ
ば
、
一
定
の
要
件
す
な
わ
ち
「
過
去
の
法
律
關
係
か
ら
生
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た
現
在
存
在
す
る
法
律
数
果
が
間
題
と
な
つ
て
い
る
場
合
」
肯
定
読
を
と
る
。
私
の
知
り
得
た
範
園
で
は
少
激
読
た
る
否
定
読
を
と
る
到
例
は
わ

ず
か
に
国
β
富
号
①
箆
眉
β
㎎
聲
9
卸
ρ
一
岩
昌
o
o
博
oQ
．
図
ド
學
読
は
、
■
o
β
♀
U
㍉
N
峯
誘
勉
・
o
o
倉
b
①
9
0。
ケ
①
一
目
霞
噸
目
騨
笹
一
9
8
冨
坤
q
且



卜
q
ω
ω
o
一
旨
①
ゆ
q
β
堕
ω
●
露
融
●
“
国
①
曲
β
昏
Φ
一
目
R
．
」
名
・
一
旨
O
“
の
。
o
o
劇
刈
葬
国
①
＝
名
一
堕
b
9
9
慕
ゴ
ゆ
閃
q
一
‘
幹
oo
o
o
o

o
ゆ
｝
β
ω
胃
g
げ
β
け
山
困
ρ
㎎
－

屋
o
げ
甘
碑
き
ど
命
9
等
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
以
下
私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
象
子
教
授
、
民
事
訴
訟
法
鰹
系
、
　
一
五
五
頁
以
下
。
河
本
氏
、
民
事
訴
訟
法
提
要
、
　
二
＝
頁
。
山
木
戸
教
投
民
事
訴
訟
法
講
義
、
七
四
頁
。
山
田
博
士
、

　
　
　
目
本
民
事
訴
訟
法
論
二
巻
、
一
二
頁
。
細
野
氏
、
民
事
訴
訟
法
要
義
二
巻
、
五
五
頁
。
加
藤
博
士
、
民
事
訴
訟
法
要
論
、
三
五
五
頁
。
小
野
木
．
中
野
教
授
共

　
　
著
、
民
事
訴
訟
法
講
義
、
　
7
七
〇
頁
。
三
ケ
月
教
授
、
椹
利
保
護
の
資
格
と
利
盆
、
民
事
訴
訟
法
講
座
一
巻
一
四
四
頁
。
北
原
氏
、
椹
利
保
護
の
利
盆
に
就

　
　
　
て
、
法
學
二
巻
三
號
一
〇
二
頁
。
加
藤
氏
、
椹
利
保
護
の
利
盆
、
法
學
論
叢
一
九
巻
一
號
一
一
二
一
頁
。

　
（
2
）
　
大
判
、
明
三
四
、
四
、
六
、
民
録
七
輯
五
巻
一
七
頁
。
大
剣
、
明
三
九
、
五
、
一
一
、
民
録
一
二
輯
、
七
二
五
頁
。
大
剣
、
大
正
二
、
一
〇
、
六
、
民
録
一

　
　
　
九
輯
、
七
五
四
頁
。
大
判
、
大
正
二
二
、
七
、
一
五
、
民
集
三
巻
三
五
六
頁
。
大
剣
、
昭
和
一
〇
、
一
二
、
一
七
、
民
集
一
四
巻
二
三
號
二
〇
五
三
頁
。
大
剣
、

　
　
　
昭
和
一
六
、
五
、
二
三
、
民
集
二
〇
巻
一
一
號
六
七
七
頁
。
最
高
裁
、
昭
和
三
二
、
一
一
、
一
、
最
高
裁
判
例
隼
一
一
巷
一
二
號
一
頁
、
等
。
過
去
の
法
律
關

　
　
　
係
の
主
張
を
現
在
の
法
律
關
係
の
主
張
で
あ
る
と
善
解
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
大
剣
、
大
正
三
、
一
二
、
二
六
、
民
録
四
〇
輯
一
一
九
八
頁
。
東
控
剣
、
大

　
　
　
正
一
一
、
六
、
二
九
、
詐
論
一
一
巻
民
法
六
〇
〇
頁
。
大
剣
、
昭
和
四
、
三
、
二
二
、
評
論
噂
八
巻
民
法
七
一
四
頁
。
東
京
地
裁
、
昭
和
二
五
、
二
、
一
四
、

　
　
　
下
級
民
集
一
巻
二
號
一
八
四
頁
、
等
。

　
（
3
）
　
最
高
裁
、
階
和
三
二
」
一
一
、
一
、
最
高
裁
鋼
例
集
一
一
巻
一
二
號
一
頁
。

　
（
4
）
　
民
商
法
雑
誌
三
七
巻
五
號
五
六
頁
。

　
（
5
）
　
中
村
博
士
、
株
主
総
會
決
議
を
封
象
（
訴
訟
の
目
的
）
と
す
る
各
訴
に
つ
い
て
の
訴
訟
法
學
的
考
察
、
早
稻
田
法
學
三
三
巻
第
一
、
二
冊
抜
刷
、
四
〇
頁
以

　
　
　
下
。

　
（
6
）
　
前
者
、
大
剣
、
昭
和
八
、
六
、
二
〇
、
民
集
一
二
巻
一
五
九
七
頁
。
後
者
、
大
判
、
昭
和
九
、
三
、
二
六
、
民
集
一
三
巻
三
一
〇
頁
。

（
7
）
菊
8
Φ
昌
Φ
お
レ
Φ
ビ
宮
。
F
刈
卜
島
●
あ
。
。
2
＝
9
の
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匡
艮
Φ
－
ω
。
胃
蜜
串
密
Φ
。
。
Φ
ト
⑦
冒
喜
9
。
。
卜
島
・
あ
食
目
。
。
9
冨
昌
oQ
幹
鼠
一
Φ
昌
蓼
F

　
　
　
㎝
捧
島
‘
㈱
o
。
一
一
ご
聾
Φ
旨
－
『
o
昌
即
の
あ
9
α
昆
（
Φ
一
国
o
旨
g
Φ
暮
胃
H
｝
ド
o
。
卜
島
‘
吻
誤
O
目
酌
H
ε
乞
涛
一
〇。
9
一
b
Φ
日
げ
き
げ
ト
D
卜
仁
ゆ
こ
㈱
o
。
O
H
一
一
鋭

　
　
N
竃
Φ
N
｝
国
§
臼
Φ
暮
胃
q
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卜
島
・
輸
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蜀
き
Φ
。
§
Φ
ぎ
国
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目
目
雪
富
同
田
Φ
H
一
・
鷲
㎝
。
日
ご
塁
田
一
①
刈
・

　
（
8
）
　
即
O
｝
b
o
∫
ω
●
b
o
O
㎝
嚇
蟄
り
①
9
刈
o
o
噛
一
ω
禽
oo
ρ
一
co
O
嚇
一
〇
8
00
8
馴
ド
o
o
ρ
お
員
o
¢
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（
9
）
即
8
Φ
菩
Φ
蒔
”
餌
●
餌
．
O
ご
㈱
。
。
・
自
一
〇
・

　
　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
（
一
〇
八
一
）



過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

二
二

（
一
〇
八
二
）

二
　
否
定
説
の
論
篠
と
そ
の
槍
討

　
㈲
　
否
定
読
の
顯
在
的
論
豫

　
過
去
の
椹
利
乃
至
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
鋤
象
と
な
り
え
な
い
と
す
る
否
定
読
の
論
擦
と
し
て
、
現
實
に
明
ら
か
に
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
吹
の
諸
黙
に
墨
き
る
も
の
と
思
う
。

　
①
　
既
到
力
の
標
準
時
　
　
訴
訟
物
の
存
否
に
關
す
る
到
断
は
、
事
實
審
の
口
頭
辮
論
の
終
結
時
に
お
け
る
訴
訟
状
態
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
る

か
ら
、
既
到
力
は
か
か
る
標
準
時
黙
よ
り
み
て
、
現
在
の
椹
利
乃
至
法
律
關
係
の
存
否
に
つ
い
て
の
み
生
じ
、
そ
の
過
去
の
存
否
に
つ
い
て
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ん
ら
既
剣
力
を
生
じ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

　
③
　
請
求
な
ら
び
に
椹
利
保
護
の
利
盆
の
性
質
　
　
請
求
は
現
在
の
法
律
状
態
す
な
わ
ち
椹
利
重
た
は
法
律
關
係
の
現
在
の
存
否
の
主
張
で
あ

る
。
現
在
の
紛
孚
を
解
決
す
る
に
は
現
在
の
法
律
關
係
を
明
確
に
す
る
の
が
一
番
直
接
的
で
あ
る
。
過
去
の
法
律
關
係
は
現
在
の
法
律
關
係
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

提
間
題
で
あ
つ
て
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
の
は
迂
遠
で
あ
る
。

　
從
つ
て
、
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
の
封
象
と
す
る
こ
と
に
つ
き
即
時
確
定
の
利
盆
が
な
い
と
い
う
。
し
か
し
過
去
の
法
律
關
係
の
確
認
に
つ

き
即
時
確
認
の
利
猛
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
間
題
は
、
印
時
確
定
の
利
盆
を
ど
の
範
園
で
認
め
る
か
と
い
う
問
題
に
よ
つ
て
そ
の
解
決
を
異
に
す

る
。
す
な
わ
ち
通
常
即
時
確
認
の
利
盆
は
、
「
原
告
の
椹
利
又
は
法
律
的
地
位
に
現
存
す
る
不
安
危
険
を
除
却
す
る
た
め
に
一
定
の
権
利
關
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

存
否
を
反
封
の
利
害
關
係
人
で
あ
る
被
告
と
の
間
で
到
決
に
よ
り
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
且
適
切
で
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
、

と
一
般
に
論
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
裁
到
に
よ
る
確
定
と
法
的
地
位
の
安
定
と
の
關
係
が
直
接
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
間
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

的
で
あ
つ
て
も
足
り
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
な
る
ほ
ど
必
要
か
つ
適
切
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
確
認
を
し
て
も
な
お
當
面
の
問
題
と
し

て
紛
雫
の
蝕
地
を
残
す
が
如
き
場
合
を
、
た
と
え
ば
先
決
的
法
律
關
係
を
確
認
の
封
象
と
す
る
場
合
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ



（
5
）

れ
る
。
し
か
し
現
實
の
問
題
と
し
て
前
提
間
題
（
そ
れ
は
現
在
の
法
律
關
係
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
過
去
の
法
律
關
係
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
）
の
解
決
に
よ
り
・

明
ら
か
に
主
間
題
の
解
決
が
可
能
で
あ
る
場
合
も
な
い
で
は
な
い
。
ド
イ
ッ
の
支
配
的
見
解
が
、
「
過
去
の
法
律
關
係
か
ら
生
じ
た
現
在
存
在
す

る
法
律
数
果
が
問
題
と
な
つ
て
い
る
場
合
」
に
過
去
の
當
該
法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
封
象
と
す
る
の
も
同
趣
旨
で
あ
る
と
老
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
現
在
の
紛
孚
の
解
決
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
う
る
。
か
か
る
場
合
に
確
認
の
利
盆
あ
り
や
否
や
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
お
そ
ら
く
學
論
の
封
立
す
る
庭
で
あ
ろ
う
が
、
確
認
の
利
盆
な
し
と
す
る
立
場
に
お
い
て
の
み
本
項
の
根
橡
が
成
立
つ
。

　
因
み
に
加
え
る
な
ら
、
凋
逸
の
解
読
書
の
多
く
は
、
過
去
の
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
目
的
と
な
り
う
る
か
否
か
の
間
題
を
、
確
認
訴
訟
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

訟
物
の
目
的
と
し
て
取
扱
い
印
時
確
認
の
利
盆
の
問
題
と
し
て
は
取
扱
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
を
訴
訟
物
の
間
題
と
し
て
取
扱
う

か
、
ま
た
は
帥
時
確
認
の
利
盆
の
間
題
と
し
て
取
扱
う
か
に
よ
つ
て
、
と
も
に
廣
い
意
昧
の
利
盆
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
訴
訟
要
件
審
理
の
順
序

の
黙
で
差
異
が
あ
る
と
老
え
る
。
元
來
、
請
求
適
格
と
椹
利
保
護
の
利
盤
と
は
、
明
確
に
匠
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
爾
者
を
混
同
す
る
こ

と
は
、
シ
ェ
ソ
ケ
が
、
「
椹
利
保
護
の
必
要
」
と
題
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
陥
つ
た
誤
り
、
す
な
わ
ち
、
椹
利
保
護
の
利
盆
な
る
概
念
の
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

無
反
省
に
廣
範
園
に
わ
た
る
諸
間
題
を
盛
込
ま
ん
と
す
る
立
場
に
導
く
危
瞼
を
は
ら
む
も
の
と
考
え
る
。

　
以
下
若
干
こ
の
黙
に
關
す
る
私
見
を
披
渥
し
た
い
と
思
う
。

　
元
來
、
訴
訟
物
の
要
件
す
な
わ
ち
椹
利
保
護
の
資
格
乃
至
請
求
適
格
は
抽
象
的
一
般
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
槽
利
保
護
の
利

盆
は
、
具
艦
的
個
別
的
に
そ
の
存
否
が
決
定
さ
れ
る
。
我
が
國
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
爾
者
が
包
括
的
に
訴
権
要
件
乃
至
は
そ
の
客
観
的
要
件
と

し
て
の
権
利
の
要
件
中
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
は
抽
象
的
一
般
的
問
題
で
あ
り
、
他
方
は
具
髄
的
個
別
的
間
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
訴

訟
要
件
調
査
の
｝
般
的
順
序
よ
り
み
れ
ば
、
椹
利
保
護
の
資
格
が
椹
利
保
護
の
利
盆
に
優
先
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
椹
利
保

護
の
利
盆
と
い
う
概
念
が
如
何
に
し
て
生
じ
た
か
、
と
い
う
黙
を
老
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
一
般
理
論
す
な
わ
ち
椹
利
保
護
の
資
格
の
理
論
で
ま

か
な
い
得
な
い
具
艦
的
ケ
：
ス
を
封
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
概
念
を
そ
れ
以
上
に
振
大
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
し
、
不
當
な
撰
大

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
一
〇
八
三
）



　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
一
〇
八
四
）

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
槽
利
保
護
の
資
格
は
訴
訟
物
の
要
件
と
考
え
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
穫
利
保
護
の
利
盆
と
は
叢
然
と
匿
別
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
し
た
が
つ
て
椹
利
保
護
の
資
格
は
通
常
の
積
極
的
訴
訟
要
件
と
同
じ
く
、
そ
の
墾
謹
責
任
が
原
告
に
あ
る
と
い
う
勲
で
、
法
律
要
件
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
椹
利
保
護
の
必
要
を
除
く
そ
の
他
の
椹
利
保
護
の
利
盆
と
は
異
な
る
。
蓋
し
法
律
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
権
利
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

護
の
必
要
の
學
誰
責
任
は
原
告
に
あ
る
が
、
そ
の
他
の
椹
利
保
護
の
必
要
の
不
存
在
の
撃
謹
責
任
は
被
告
に
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
上
の
一
般
論
か
ら
本
論
に
た
ち
か
え
つ
て
、
過
去
の
法
律
關
係
が
、
我
が
國
の
通
論
が
主
張
す
る
よ
う
に
抽
象
的
に
椹
利
保
護
の
資

格
の
間
題
と
し
て
問
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
訴
訟
物
の
要
件
と
解
す
る
濁
逸
の
通
論
の
理
論
構
成
は
正
當
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
過
去
の
法
律
關
係
で
あ
つ
て
も
場
合
に
よ
つ
て
も
確
認
の
利
盆
の
あ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
有
無
は
具
髄
的
個
別
的
に
定
め
る
必
要
が
あ

る
と
す
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
間
題
は
椹
利
保
護
の
利
盆
の
間
題
で
あ
つ
て
取
引
保
護
の
資
格
の
間
題
と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

　
③
　
確
認
訴
訟
の
本
質
と
確
認
の
利
盆
　
　
帥
時
確
定
の
利
盆
を
撞
張
し
よ
5
と
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
の
到
例
の
傾
向
に
反
封
し
、
こ
れ
を
狭

く
解
し
よ
う
と
す
る
国
①
首
撃
①
ぎ
R
教
授
の
見
解
は
そ
の
要
黙
の
み
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
確
認
訴
訟
と
給
付
訴
訟

と
の
相
違
は
、
前
者
が
紛
雫
法
律
關
係
か
ら
由
來
す
る
法
律
数
果
の
主
張
で
は
な
く
、
到
決
に
よ
る
法
律
数
果
の
輩
な
る
確
認
を
要
求
す
る
と
い

う
黙
に
存
す
る
。
確
認
の
訴
権
は
實
艦
椹
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
訴
訟
法
が
こ
の
種
の
穂
利
保
護
を
特
に
認
め
る
場
合
に
の
み
存
す

る
り
〔
濁
逸
〕
民
訴
法
二
五
六
條
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
給
付
訴
訟
は
法
に
よ
り
特
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
給
付
訴
訟
は
そ

れ
自
身
の
う
ち
に
、
換
言
す
れ
ば
、
給
付
訴
訟
が
實
艦
法
に
合
致
す
る
請
求
椹
を
主
張
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
實
の
う
ち
に
そ
の
許
容
性
を

も
つ
（
將
來
の
給
付
の
訴
の
み
が
特
別
の
許
容
性
を
必
要
と
す
る
）
。
こ
の
よ
う
に
確
認
訴
訟
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
到
例
i
即
時
確
認
の

利
盆
の
範
園
を
撲
張
し
よ
う
と
す
る
到
例
を
さ
す
（
筆
者
註
）
i
は
、
か
か
る
事
實
を
全
く
安
易
に
看
過
し
忘
却
し
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ

（
1
1
）

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

　
因
み
に
加
え
る
な
ら
、
我
が
民
訴
法
上
帥
時
確
定
の
利
盆
を
規
定
す
る
獅
逸
民
訴
法
二
五
六
條
に
相
當
す
る
規
定
が
な
い
。
理
論
上
そ
れ
が
必



要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
確
認
訴
訟
の
封
象
の
無
制
限
援
大
　
　
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
封
象
と
し
て
認
め
る
と
際
限
な
く
確
認
訴
訟
の
封
象
が
檜
大
す

華　
從
來
過
去
の
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
謝
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
學
読
の
顯
在
的
に
主
張
さ
れ
た
論
擦
は
、
お
お
よ
そ
以
上
の
諸
黙
に
墨
き
る

と
慰
う
。

　
⑧
　
否
定
読
の
本
質
的
論
嫁
－
司
法
・
民
事
訴
訟
の
本
質
と
關
蓮
し
て
1

　
我
々
は
、
以
上
述
べ
た
顯
在
的
論
撮
に
加
え
て
、
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
謝
象
と
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
否
定
読
の
潜
在
的
論
櫨
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
司
法
の
本
質
、
司
法
作
用
の
本
來
的
領
域
と
關
係
す
る
。
以
上
に
指
摘
し
た
顯
在
的
論
掠
は
、
實
質
的
に
は

こ
こ
に
述
べ
る
潜
在
的
論
豫
に
由
來
す
る
。
間
題
は
よ
り
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
關
係
は
、
次
の
三
つ
の
観
黙
か
ら
老
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
①
　
具
艦
的
法
律
紛
孚
　
　
司
法
の
本
來
的
領
域
の
一
部
で
あ
る
民
事
訴
訟
は
、
具
髄
的
法
律
的
紛
孚
を
鉗
象
と
す
る
。
「
具
饅
的
・
法
律
的
」

と
い
う
概
念
と
「
現
在
の
法
律
關
係
」
と
は
必
然
的
に
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
か
。
顯
在
的
論
捺
の
第
二
の
も
の
は
、
こ
の
黙
に
そ
の
本
質
的
基
礎

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
⑧
　
「
具
髄
的
」
と
は
、
法
令
の
合
憲
性
の
審
査
の
如
き
抽
象
的
・
｝
般
的
な
問
題
と
は
異
な
り
、
法
律
生
活
に
お
い
て
も
生
起
す
る
個
々
の

事
件
、
し
か
も
紛
雫
の
解
決
に
具
艦
的
利
盆
の
認
め
ら
れ
る
個
々
の
事
件
を
い
う
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
具
髄
的
利
盆
と
は
現
在
の
紛
雫
に
つ
い
て

の
み
認
め
ら
れ
る
。
蓋
し
紛
雫
を
放
置
し
て
杜
會
秩
序
に
弊
害
を
生
じ
、
し
た
が
つ
て
國
家
が
こ
れ
を
取
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
現
在
の
紛
孚

で
あ
り
、
過
去
の
法
律
關
係
は
現
在
の
そ
れ
に
還
元
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
⑥
　
　
「
法
律
的
」
と
は
現
在
法
的
評
慣
の
封
象
と
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
嚴
密
に
い
え
ば
法
律
關
係
と
は
、
前
述
せ
る
訴
訟
の
目
的
か
ら
い
つ

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
一
〇
八
五
）



　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
一
〇
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
4

て
、
現
在
の
も
の
に
限
ら
れ
、
過
去
の
法
律
關
係
と
は
現
在
の
そ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
軍
に
事
實
乃
至
は
法
律
事
實
に
過
ぎ
な
い
。
事
實
に
關
す
る

紛
孚
は
法
律
問
題
で
は
な
い
か
ら
確
認
の
封
象
と
は
な
ら
な
い
。

　
⑧
　
國
家
介
入
最
小
限
抑
止
原
則
f
近
代
司
法
の
要
請
　
　
過
去
の
法
律
關
係
殊
に
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
確
認
訴
訟
を
認

め
、
こ
れ
を
既
到
力
を
以
て
確
定
す
る
こ
と
は
、
必
要
な
範
園
を
越
え
て
國
家
が
私
人
間
の
法
律
關
係
に
介
入
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
法
的
安
定
性
を
張
調
す
る
あ
ま
り
、
國
家
の
司
法
機
關
の
介
入
を
可
能
な
限
り
同
避
し
、
最
小
限
に
止
め
ん
と
す
る
近
代
司
法
の

要
請
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
③
　
確
認
訴
訟
の
豫
防
的
機
能
の
性
質
　
　
過
去
の
法
律
關
係
殊
に
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
を
、
確
認
訴
訟
の
豫
防
的
機
能
と
の
關
蓮
で
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

訟
の
封
象
資
格
を
認
め
る
の
が
肯
定
読
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
來
の
司
法
作
用
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
か
。
蓋
し
確
認
の
訴
に
お
け

る
豫
防
的
機
能
は
第
二
次
的
の
も
の
で
あ
つ
て
、
第
一
次
的
に
そ
の
意
義
は
法
の
確
誰
に
よ
る
現
在
の
紛
雫
の
解
決
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
豫
防

的
機
能
は
そ
の
反
射
的
機
能
で
あ
る
。
そ
の
第
一
次
的
機
能
が
司
法
本
來
の
機
能
で
あ
る
。
し
か
る
に
第
二
次
的
機
能
を
張
調
し
、
過
去
の
法
律

關
係
を
も
確
認
の
鉗
象
と
す
る
こ
と
は
、
司
法
本
來
の
作
用
領
域
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
①
②
③
の
理
由
を
裏
付
け
る
實
定
法
上
の
根
捺
　
　
以
上
の
理
由
を
實
際
に
裏
付
け
る
實
定
法
上
の
根
振
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

豫
防
司
法
の
機
能
を
最
も
典
型
的
に
果
す
訴
訟
は
中
間
確
認
の
訴
（
二
三
四
條
）
お
よ
び
將
來
の
給
付
の
訴
（
一
三
六
條
）
と
し
て
、
法
律
上
特
別
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
法
の
態
度
は
豫
防
司
法
を
限
定
的
に
の
み
認
め
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
と
解
す
る
蝕
地
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
訴
の
目
的
す
な
わ
ち
豫
防
司
法
の
目
的
を
普
遍
化
す
る
こ
と
は
正
當
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
當
然
に
起
る
。

　
も
つ
と
も
中
間
確
認
の
訴
が
専
ら
豫
防
司
法
と
い
う
目
的
に
奉
仕
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
間

確
認
の
訴
も
ま
た
通
常
の
確
認
の
訴
と
同
じ
く
現
在
の
法
的
紛
雫
の
解
決
を
專
ら
そ
の
目
的
と
し
て
、
反
射
的
に
豫
防
的
機
能
を
果
す
に
過
ぎ
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
う
る
。
か
か
る
立
場
か
ら
、
中
間
確
認
の
訴
の
鮒
象
は
專
ら
現
在
の
法
律
關
係
に
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
別
個
の
凋



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

立
の
確
認
の
訴
と
な
ん
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
七
か
し
私
は
、
本
訴
の
目
的
は
、
現
在
の
法
的
紛
孚
の
解
決
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
、
基
本
的
法
律
關
係
の
既
到
力
あ
る
確
定
に
基
づ
く
豫
防
司
法
的
作
用
と
い
う
黙
に
存
す
る
も
の
と
思
う
。
レ
ン
ト
が
「
原
告
は
、
中
間
確

認
の
訴
に
よ
り
、
法
律
關
係
の
既
到
力
あ
る
確
定
と
孚
い
え
ざ
る
基
礎
と
を
、
後
訴
に
封
し
て
、
獲
得
す
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
後
訴
で
は
、
債

椹
關
係
乃
至
絶
封
椹
が
も
は
や
雫
わ
れ
乃
至
は
主
張
せ
ら
れ
得
な
い
。
既
到
力
を
直
接
の
封
象
に
制
限
す
る
た
め
、
個
々
の
請
求
椹
に
も
と
づ
く

給
付
訴
訟
に
よ
り
、
同
一
椹
利
で
は
な
く
、
個
々
の
請
求
椹
の
確
定
が
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
中
間
確
認
の
訴
は
、
主
張
せ
ら
れ

た
請
求
椹
が
、
そ
の
基
礎
と
な
る
法
律
關
係
の
否
定
に
よ
つ
て
雫
わ
れ
て
い
る
場
合
、
殊
に
、
當
事
者
が
同
一
の
基
礎
的
關
係
か
ら
、
別
個
の
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

数
の
請
求
椹
に
つ
き
訴
訟
が
開
始
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
場
合
に
、
實
務
上
し
ば
し
ば
お
こ
な
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
、
ま
た
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
が
、

「
債
椹
σ
一
部
請
求
、
一
個
の
法
律
關
係
よ
り
生
じ
る
複
数
の
法
数
果
の
う
ち
の
一
つ
の
み
が
主
張
さ
れ
る
訴
に
お
い
て
、
残
額
債
椹
乃
至
は
全

法
律
關
係
の
存
否
の
確
認
を
求
め
る
中
間
確
認
の
訴
が
許
さ
れ
る
。
蓋
し
既
到
力
は
訴
求
部
分
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
個
の
法
律
關
係

よ
り
生
じ
ゐ
す
べ
て
の
法
数
果
が
主
張
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
一
部
到
決
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
各
部
分
に
つ
き
異
つ
た
法
到
断
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
中
間
確
認
の
訴
が
許
さ
れ
る
。
」
と
い
う
。
こ
こ
で
間
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
基
礎
的
法
律
關
係
に
關
す
る
法
到

断
の
統
一
性
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
過
去
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
現
在
の
も
の
に
限
る
、
と
い
う
黙
で
事
態
は
異
ら
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
訴
訟
物
が
基
本
的
法
律
關
係
で
あ
る
黙
が
重
要
な
の
で
あ
つ
て
、
過
去
の
も
の
か
現
在
の
も
の
か
は
重
要
で
な
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

基
礎
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
法
到
断
を
統
一
し
、
法
的
安
定
性
の
要
請
に
感
え
ん
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
、
中
間
確
認
の
訴
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
中
間
確
認
の
訴
の
封
象
に
つ
い
て
、
我
が
民
訴
法
二
三
四
條
に
い
わ
ゆ
る
「
成
立
又
ハ
不
成
立
」
に
該
當
す
る
用
語
と
し
て
、
濁
逸
民

訴
法
二
八
O
條
は
二
国
霧
審
冨
β
＆
R
蜜
o
算
冨
誓
9
窪
．
．
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
先
決
的
法
律
關
係
に
限
る
こ
と
を
意
味
す
る

　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
も
考
え
ら
れ
る
。
過
去
に
お
け
る
存
否
を
現
わ
す
な
ら
ば
・
」
W
霧
寅
且
a
臼
呂
9
さ
Φ
理
弩
（
憶
．
乃
至
3
国
8
蜜
昆
窪
≦
臼
a
臼
害
o
騨
－

び
霧
霊
β
留
β
ミ
霞
．
．
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
事
を
以
て
中
間
確
認
の
訴
の
訴
訟
物
が
現
在
の
法
律
關
係
に
限
ら
れ
る
、
と

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
一
〇
八
七
）



　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
一
〇
八
八
）

す
る
こ
と
は
安
當
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
蓋
し
、
濁
逸
に
お
い
て
も
、
多
く
の
解
読
書
が
、
こ
の
間
題
を
一
般
の
確
認
訴
訟
の
項
に
委
ね
て
お

り
、
し
か
も
、
そ
こ
で
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
一
定
の
要
件
の
下
に
過
去
の
法
律
關
係
の
確
認
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
．
扇
8
審
ぎ
β

＆
霞
峯
9
さ
霧
言
ぎ
見
。
と
い
う
字
句
に
と
ら
わ
れ
る
と
し
て
も
、
更
に
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
そ
の
封
象
を
現
在
の
法
律
關
係
に
限
定
す

る
態
度
に
は
賛
成
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
訴
の
目
的
は
豫
防
的
機
能
と
い
う
黙
に
あ
り
、
か
か
る

機
能
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
法
律
關
係
が
過
去
で
あ
る
か
現
在
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
り
事
情
は
異
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
從
來
の

民
事
訴
訟
の
理
念
す
な
わ
ち
現
在
の
法
的
紛
雫
の
解
決
と
い
う
黙
よ
り
み
れ
ば
、
中
間
確
認
の
訴
も
訴
で
あ
る
以
上
、
そ
の
封
象
を
現
在
の
法
律

關
係
に
限
る
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
凋
逸
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
の
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
、
一
定
の
場
合
過
去
の
法
律
關

係
を
も
そ
の
鉗
象
と
し
て
、
民
事
訴
訟
の
理
念
そ
れ
自
髄
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
中
間
確

認
の
訴
の
封
象
と
し
て
過
去
の
法
律
關
係
を
認
め
な
い
と
す
る
態
度
は
合
理
的
で
は
な
い
。
第
三
に
、
我
が
民
訴
法
二
三
四
條
に
い
わ
ゆ
る
「
成

立
叉
ハ
不
成
立
」
な
る
用
語
が
、
猫
逸
民
訴
法
二
八
O
條
に
い
わ
ゆ
る
3
尉
8
言
冨
β
a
臼
累
畠
昏
①
9
魯
目
．
。
の
謹
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
謹

語
と
し
て
不
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
制
度
と
し
て
濁
逸
法
上
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、

表
現
の
相
違
に
よ
り
我
が
法
が
濁
自
の
意
味
を
中
間
確
認
の
訴
に
も
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
因
み
に
以
上
四
つ
の
理
由
に
よ
り
司
法
の
本
質
か
ら
謹
一
的
に
間
題
を
論
じ
る
場
合
、
そ
れ
は
講
求
適
格
の
間
題
と
な
り
、
椹
利
保
護
の
利
盆

の
問
題
と
は
匠
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
以
上
が
否
定
論
の
推
測
し
う
る
本
質
的
潜
在
的
論
橡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
論
橡
の
批
到
に
移
ろ
う
。

　
（
1
）
　
国
Φ
一
一
≦
一
聖
卜
昌
聲
旨
9
騨
国
冨
槻
尾
Φ
9
“
ψ
お
一
お
よ
び
小
野
木
・
中
野
、
前
掲
書
、
一
五
〇
頁
。
加
藤
（
俊
）
、
前
掲
書
、
一
ニ
ニ
頁
。

　
（
2
）
　
廉
子
、
前
掲
書
、
　
一
五
五
頁
。
同
旨
、
加
藤
（
正
）
、
前
掲
書
、
三
五
五
頁
、
細
野
、
前
掲
書
、
五
五
頁
、
　
三
ヶ
月
、
前
掲
書
、
　
一
四
四
頁
。
同
教
授
は
、

　
　
「
現
在
の
法
律
關
係
は
過
去
の
多
く
の
法
律
關
係
の
登
展
と
し
て
把
握
で
ぎ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
途
中
の
何
れ
か
を
，
確
認
の
訴
の
封
象
と
す
る
こ
と
も

　
　
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
の
後
の
法
律
關
係
の
獲
展
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
後
に
法
律
關
係
が
攣
更
し
て
し
ま



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

　
　
っ
て
い
て
、
そ
の
時
の
法
律
關
係
を
確
認
し
て
み
て
も
現
在
の
紛
箏
の
解
決
に
役
立
た
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
確
認
の
訴
は
現
在
の
時
鮎
に
お
い
て
紛
雫
を

　
　
解
決
す
る
こ
と
を
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
穂
利
又
は
法
律
關
係
に
關
し
紛
争
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
、
王
張
さ

　
　
れ
る
（
傍
灘
筆
者
）
。

（
3
）
　
兼
子
、
前
掲
書
、
　
一
五
六
頁
。

（
4
）
　
河
本
氏
は
過
去
の
法
律
關
係
の
確
認
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
が
（
前
掲
書
、
　
一
二
二
頁
）
「
必
ず
し
も
剣
決
に
よ
り
直
接
灌
利
を
得
又
は
義
務
を
免
れ
る
關

　
　
係
に
あ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
と
主
張
さ
れ
る
。
前
掲
書
、
一
一
五
頁
。

（
5
）
　
三
ヶ
月
、
前
掲
書
、
　
一
四
五
頁
。

（
6
）
　
例
え
ば
、
所
有
襟
が
確
定
す
れ
ば
、
物
上
請
求
椹
を
確
定
乃
至
は
行
使
す
る
迄
も
な
く
、
義
務
者
が
履
行
を
な
す
こ
と
を
明
示
乃
至
は
明
ら
か
に
期
待
せ
ら

　
　
れ
る
が
如
ぎ
揚
合
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
7
）
　
北
原
、
前
掲
書
、
　
一
〇
六
頁
以
下
は
現
在
の
給
付
判
決
を
求
め
う
る
請
求
椹
そ
れ
の
み
に
付
き
存
在
確
認
の
剣
決
を
求
め
る
揚
合
に
つ
い
て
の
學
読
の
封
立

　
　
を
指
摘
す
る
。
同
じ
こ
と
が
本
丈
の
場
合
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
と
思
う
。

（
8
）
　
例
え
ば
切
8
Φ
昌
ご
Φ
厩
寧
騨
鉾
O
‘
㈱
o
o
O
回
H
一
〇
咽
ω
o
犀
α
β
屏
Φ
あ
o
げ
ま
山
Φ
｝
名
δ
の
9
騨
騨
○
ご
㈱
魔
一
一
一
。
。
O
“
ピ
Φ
昌
計
聾
釦
9
い
㈱
竃
F

（
9
×
1
0
）
　
拙
稿
、
樺
利
保
護
の
必
要
、
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
丈
集
（
法
學
部
法
律
學
關
係
）
所
牧
参
照
。

（
1
1
）
　
員
Φ
甘
静
Φ
凶
目
φ
き
q
●
ミ
。
u
一
露
O
り
幹
o
。
ミ
⇔
こ
れ
は
一
九
二
八
年
十
二
月
六
日
の
ラ
イ
ヒ
裁
到
所
の
剣
決
の
評
繹
で
あ
る
。
事
件
の
内
容
は
次
の
と
お
り

　
　
で
あ
る
。
原
告
は
謹
雰
取
引
所
加
盟
者
。
被
告
は
謹
雰
取
引
所
。
　
一
九
二
五
年
原
告
の
横
領
等
に
つ
き
刑
事
訴
訟
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て

　
　
は
翌
二
六
年
＋
二
月
十
日
無
罪
の
剣
決
が
あ
つ
た
が
、
同
年
一
月
＋
五
日
原
告
は
被
告
（
取
引
所
長
）
の
決
定
に
よ
り
、
刑
事
訴
訟
の
確
定
に
到
る
迄
入
所
許

　
　
可
誰
の
爽
行
を
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
虎
分
は
判
決
の
確
定
後
取
消
さ
れ
た
。
し
か
し
入
所
停
止
の
結
果
原
告
は
、
業
務
途
行
の
可
能
性
を
も
た
ず
、
そ
れ
に
よ

　
　
り
重
大
な
損
害
を
う
け
た
。
原
告
は
、
被
告
に
封
し
、
當
該
虎
分
の
無
敷
確
認
と
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
損
害
賠
償
債
襟
の
確
認
を
請
求
し
た
。
ラ
ン
ト
裁
判
所

　
　
は
請
求
を
認
容
し
た
が
、
高
等
裁
判
所
は
訴
を
却
下
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
本
件
確
認
に
つ
き
帥
時
確
認
の
法
的
利
盆
あ
り
と
し
て
、
擦
訴
審
裁
判
を
取
消
し
た
。

　
　
こ
の
判
決
は
、
営
該
虎
分
の
無
敷
は
、
原
告
の
螢
業
者
と
し
て
乃
至
は
一
般
入
と
し
て
の
名
轡
（
毎
緩
Φ
冨
昌
）
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
人
格
椹
の
侵
害
の
前
提
を

　
　
な
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
確
認
は
過
去
の
法
律
關
係
（
虎
分
は
そ
の
後
取
消
さ
れ
て
い
る
）
の
確
認
で
あ
つ
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
と
つ
た
。
か
か
る

　
　
立
揚
に
封
し
同
教
擾
は
、
名
警
の
侵
害
は
軍
な
る
事
實
で
あ
り
、
な
ん
ら
の
法
律
敷
果
を
も
も
た
ら
さ
な
い
と
す
る
一
方
、
こ
の
よ
う
な
確
認
の
利
猛
の
擾

　
　
張
、
す
な
わ
ち
礁
認
訴
訟
の
範
圃
の
鑛
大
（
＜
Φ
目
毛
似
の
の
Φ
目
9
昌
的
）
の
傾
向
に
散
冨
告
を
與
え
て
い
る
。

（
12
）
　
拙
稿
、
椹
利
保
護
の
必
要
、
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
丈
集
（
法
學
部
法
律
學
關
係
）
所
牧
参
照
。

過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

二
九

（
一
〇
八
九
）
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過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

兼
子
、
判
例
民
事
訴
訟
法
、
五
四
頁
。

中
田
、
訴
訟
上
の
請
求
、
民
訴
法
講
座
一
巻
、

宮
崎
、
前
掲
、
六
〇
頁
以
下
。

蕪
子
教
授
の
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

b
Φ
昌
ダ
㊤
●
9D
●
O
ご
の
●
o
D
“
●

即
8
Φ
b
び
Φ
目
堕
　
帥
●
㊤
。
O
↓
ω
●
お
O
・

蒙
子
、
剣
例
民
事
訴
訟
法
、
五
〇
頁
。

一
七
一
頁
以
下
。

剣
例
民
事
訴
訟
法
、
五
〇
頁
以
下
滲
照
。

三
〇

（
一
〇
九
G
）

三
　
所

見

　
①
　
既
到
力
の
標
準
時
に
つ
い
て
　
　
こ
の
黙
の
議
論
は
、
必
ず
し
も
過
去
の
法
律
關
係
の
確
認
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
理
由
と
は
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
既
到
力
が
事
實
審
の
口
頭
辮
論
終
結
時
の
法
律
歌
態
を
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
訴
訟
物
の
現
在
の
存
否
が
確
定
さ
れ
る

と
い
う
結
論
は
、
必
ず
し
も
婦
結
さ
れ
な
い
。
か
か
る
結
論
が
演
繹
さ
れ
る
の
は
、
確
認
訴
訟
の
謝
象
が
現
在
の
法
律
關
係
で
あ
る
と
い
う
前
提

に
立
つ
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
過
去
の
法
律
歌
態
を
現
在
に
お
い
て
過
去
の
儲
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
場
合
事
實
審
の

口
頭
辮
論
終
結
の
時
の
訴
訟
欣
態
に
基
づ
く
到
断
と
は
、
過
去
の
法
律
關
係
に
つ
き
事
實
審
の
口
頭
辮
論
絡
結
の
時
黙
迄
に
提
出
さ
れ
た
訴
訟
資

料
に
基
づ
き
到
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
こ
の
こ
と
か
ら
過
去
の
法
律
關
係
が
確
認
の
封
象
と
な
り
得
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

結
論
を
出
す
こ
と
は
必
ず
し
も
正
當
と
は
い
え
な
い
。
問
題
は
よ
り
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
請
求
な
ら
び
に
椹
利
保
護
の
利
盆
に
つ
い
て
　
　
こ
の
黙
は
⑧
の
本
質
的
論
振
の
読
明
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
働
①
⑧
③
㈲
更
に
は

㈲
③
の
論
擦
と
密
接
に
關
係
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
黙
に
こ
こ
で
綜
合
的
に
言
及
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
す
べ
て
の
過
去
の
法
律
關
係
は
現
在
の
法
律
關
係
の
前
提
間
題
と
し
て
把
え
う
る
か
ら
、
現
在
の
灌
利
乃
至
法
律
關
係
の
確
認
を
す
る
こ
と
が



最
も
直
接
的
な
紛
孚
の
解
決
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
封
象
た
り
う
る
と
す
る
學
読
に
あ
つ
て
も
「
過
去
の
法
律

關
係
か
ら
生
じ
た
現
在
存
在
す
る
法
律
数
果
が
問
題
と
な
つ
て
い
る
」
こ
と
を
そ
の
要
件
と
す
る
が
故
に
、
確
認
訴
訟
の
封
象
た
る
過
去
の
法
律

關
係
は
現
在
の
法
律
關
係
に
還
元
さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
｝
見
し
て
否
定
設
の
論
抵
が
正
當
で
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。

　
し
か
し
て
我
々
は
こ
こ
で
確
認
訴
訟
の
存
在
理
由
と
そ
の
機
能
と
を
、
た
ち
か
え
つ
て
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
確
認
訴
訟
は
二

つ
の
機
能
を
も
つ
と
老
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
　
そ
の
一
は
給
付
訴
訟
に
代
る
べ
き
機
能
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
確
認
訴
訟
は
給
付
訴
訟
と
異
な
り
た
だ
法
確
定
力
を
結
果
す
る
の
み
で
、
債

務
名
義
、
し
た
が
つ
て
執
行
力
を
生
ぜ
し
め
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
る
請
求
穫
の
存
在
お
よ
び
履
行
期
が
確
定
さ
れ
れ
ば
相
手
方
が
當

該
請
求
権
の
履
行
を
敢
え
て
拒
ま
ぬ
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
は
勿
論
、
そ
れ
が
明
白
で
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
當
該
請
求
穫
の
確
認
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

相
手
方
の
履
行
の
事
實
上
の
期
待
が
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
範
園
で
確
認
訴
訟
は
給
付
訴
訟
に
代
る
機
能
を
果
す
場
合
が
あ
り
う
る
。

勿
論
給
付
訴
訟
の
認
め
ら
れ
る
場
合
に
確
認
訴
訟
を
認
め
る
利
盆
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
學
読
の
封
立
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
肯
定
詮
を

と
る
場
合
ー
そ
し
て
私
も
肯
定
読
が
正
當
で
あ
る
と
考
え
る
が
ー
、
そ
れ
は
確
認
訴
訟
の
事
實
上
の
敷
果
・
事
實
的
機
能
の
尊
重
を
意
味
す

る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
一
方
は
確
認
他
方
は
給
付
訴
訟
で
、
椹
利
保
護
の
形
式
が
異
な
る
に
反
し
、
次
に
述
べ
る
場
合
は
双
方
共
に
確
認
訴
訟
で

そ
の
形
式
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
相
違
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
事
實
的
機
能
と
い
う
勲
か
ら
み
れ
ば
、
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
現
存
の
法
的
紛
孚
が
、
事
實
上
解
決
す
る
が
如
き
場
合
、
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
の
封
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
雫
が
、
過
去
の
法
律
關
係
の
存
否
に
つ
い
て
の
紛
孚
に
起
因
し
、
後
者
に
つ
き
紛
雫
が
解
決
せ
ら

れ
れ
ば
、
前
者
に
つ
き
當
事
者
は
雫
わ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
以
下
の
こ
と
を
加
え
て
お
こ
う
。
匡
①
一
写
貫
が
「
民
訴
法
教
科
書
第
一
巻
」
に
お
い
て
、
あ
る
椹
利
關
係
が
「
過
去
に
お
い
て
存
在

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
一
〇
九
一
）



　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
一
〇
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
こ
と
」
に
つ
い
て
確
認
訴
訟
が
許
さ
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
が
反
面
過
去
に
お
げ
る
不
存
在
の
確
認
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
疑
間

の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
過
去
の
法
律
關
係
の
法
律
關
係
の
不
存
在
か
ら
は
、
過
去
の
當
該
法
律
關
係
よ
り

派
生
す
る
現
在
の
法
律
關
係
は
存
在
す
る
鯨
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
確
認
訴
訟
の
封
象
た
り
う
る
と
解
す
る
。
蓋
し
確
認
訴
訟

の
事
實
的
機
能
を
果
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
現
在
の
法
律
關
係
と
の
關
係
で
過
去
の
法
律
關
係
の
存
否
が
雫
わ
れ
て
い
る
場
合
、
特
別

の
事
情
な
き
限
り
過
去
の
當
該
法
律
關
係
に
つ
き
沿
極
的
確
認
の
訴
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
㈲
　
確
認
訴
訟
の
も
つ
第
二
の
機
能
は
豫
防
的
機
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
象
子
教
授
は
こ
の
機
能
に
關
し
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ち
「
観
念
的
に
権
利
關
係
を
確
定
し
現
歌
を
是
認
す
る
こ
と
だ
け
で
も
紛
孚
の
解
決
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
つ
て
將
來
の
利
盆
支
配
の
攣
更
の
不
要

性
を
明
確
に
す
る
意
義
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
の
訴
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
例
え
ば
所
有
椹
が
侵
害
さ
れ
て
か
ら
原
歌
同
復
や
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
の
で
な
く
、
事
前
に
所
有
椹
を
確
定
し
て
侵
害
を
豫
防
す
る
の
が
確
認
の
訴
の
数
用
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
に
鋤
し
中
村
教
授
は
確
認

訴
訟
は
「
孚
い
あ
る
椹
利
若
し
く
は
法
律
關
係
の
存
否
を
到
決
に
よ
り
有
椹
的
に
確
定
し
、
爾
後
に
お
け
る
紛
孚
を
防
止
す
る
と
い
う
豫
防
司
法

の
狙
い
を
も
つ
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
確
認
訴
訟
の
豫
防
的
機
能
を
認
め
ら
れ
る
黙
で
は
爾
敏
授
と
も
そ
の
見
解
を
同
じ

く
し
つ
つ
、
兼
子
敢
授
は
そ
の
鋤
象
を
現
在
の
法
律
關
係
に
限
る
に
反
し
、
中
村
教
授
は
特
に
限
定
さ
れ
な
い
黙
で
意
見
を
異
に
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
私
は
次
に
豫
防
機
能
の
面
か
ら
こ
の
問
題
を
若
干
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
確
認
訴
訟
の
封
象
た
る
椹
利
ま
た
は
法
律
關
係
は
、
基
本
的
法
律
關
係
か
ら
派
生
す
る
個
々
の
椹
利
ま
た
は
法
律
關
係
の
み
な
ら
ず
、
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

法
律
關
係
そ
の
も
の
で
あ
つ
て
も
よ
い
、
と
読
か
れ
て
い
る
。
否
む
し
ろ
ピ
①
暮
に
お
い
て
は
、
基
本
的
法
律
關
係
の
確
認
こ
そ
確
認
訴
訟
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

要
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
確
認
訴
訟
が
實
際
的
重
要
性
を
も
つ
の
は
專
ら
二
つ
の
場
合
に
限

（
7
）る

。
そ
の
一
は
絶
封
椹
確
認
の
場
合
、
そ
の
二
は
全
髄
と
し
て
の
債
権
關
係
確
認
の
場
合
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
絶
封
椹
の
本
質
的
内

容
は
絶
封
椹
よ
り
派
生
す
る
個
々
の
請
求
穂
の
み
を
封
象
と
す
る
給
付
の
訴
に
よ
つ
て
は
把
握
せ
ら
れ
え
な
b
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
確
認
は
重



要
で
あ
る
。
例
え
ば
所
有
椹
、
相
績
椹
、
身
分
法
上
の
地
位
等
々
。
相
績
椎
に
例
を
と
れ
ば
、
相
績
権
よ
り
派
生
す
る
個
々
の
引
渡
請
求
樺
の
承

認
よ
り
原
告
の
相
績
椹
の
確
定
が
よ
り
大
き
な
意
昧
を
も
つ
。
蓋
し
、
給
付
到
決
は
相
績
椹
そ
れ
自
鰹
を
確
定
し
な
い
か
ら
、
・
相
績
財
産
に
属
す

る
別
の
財
産
の
引
渡
を
求
め
る
第
二
の
訴
訟
に
お
い
て
相
績
椹
が
否
認
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
全
艦
と
し
て
の
債
椹
關
係
に
つ

い
て
は
、
そ
の
確
認
が
個
々
に
訴
求
さ
れ
た
各
個
の
請
求
椹
に
つ
き
給
付
到
決
に
よ
り
な
さ
れ
る
軍
な
る
確
定
以
上
の
意
味
を
も
つ
黙
で
重
要
で

あ
る
」
と
。

　
私
は
確
認
訴
訟
の
第
二
の
機
能
は
殊
に
本
稿
の
主
題
の
解
決
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
確
認
訴
訟
が
そ
の
重
要
な
機
能
を

　
　
　
　
ら
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ

果
す
の
は
基
本
的
法
律
關
係
の
確
認
に
よ
る
豫
防
的
作
用
、
換
言
す
れ
ば
法
的
安
定
性
の
尊
重
と
い
う
黙
に
お
い
て
で
あ
る
。
勿
論
蒙
子
敏
授
の

主
張
と
b
①
暮
教
授
の
論
述
は
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
の
例
示
は
所
有
椹
に
封
す
る
第
三
者
の
侵

害
を
豫
防
す
る
黙
に
そ
の
重
黙
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
後
者
は
基
本
的
法
律
關
係
か
ら
派
生
す
る
個
々
の
法
律
数
果
の
救
濟
に
際
し

裁
剣
所
の
該
基
本
的
法
律
關
係
の
到
噺
が
攣
え
ら
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
黙
に
そ
の
重
黙
が
お
か
れ
て
い
る
。
爾
者
に
お
い
て
相
違
す
る
の

は
、
當
該
法
到
断
を
尊
重
す
べ
き
主
髄
で
あ
つ
て
、
基
本
的
法
律
關
係
に
關
す
る
到
断
の
尊
重
し
た
が
つ
て
法
的
安
定
性
の
弧
調
と
い
う
黙
で
は

共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る
法
的
安
定
性
の
観
鮎
よ
り
こ
の
問
題
を
考
察
す
れ
ば
、
基
本
的
法
律
關
係
で
あ
る
以
上
そ
れ
が
過
去
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
れ
現
在
の
も
の
で
あ
れ
相
違
は
な
い
筈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
過
去
の
法
律
關
係
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
基
本
的
法
律
關
係
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に

基
づ
き
個
々
の
派
生
的
椹
利
乃
至
法
律
關
係
が
現
存
し
で
い
る
以
上
、
こ
の
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
を
確
定
し
て
お
く
こ
と
は
法
的
安
定
性
の

面
か
ら
意
昧
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
ま
た
は
將
來
の
派
生
的
個
別
的
法
律
關
係
を
保
全
す
る
た
め
に
現
在
の
基
本
的
法
律
關
係
を
確
定
し
て
お
く

の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
が
過
去
の
も
の
で
あ
る
か
現
在
の
も
の
で
あ
る
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的
法
律
關
係
を
確
定
し
て
お
く
こ
と
は
、

こ
れ
を
前
提
と
し
て
稜
展
し
た
個
々
の
法
律
關
係
の
存
否
を
各
別
に
問
題
と
す
る
よ
り
、
當
該
基
本
的
法
律
關
係
を
め
ぐ
る
紛
雫
解
決
の
手
段
と

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
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認
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三
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〇
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三
）



　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
一
〇
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
て
は
よ
り
抜
本
的
で
あ
り
う
る
。

　
し
か
し
て
基
本
的
法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
封
象
と
す
る
こ
と
は
民
事
訴
訟
に
お
け
る
紛
孚
乃
至
到
断
の
相
封
性
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い

か
。

　
絶
鋤
椹
が
確
認
訴
訟
の
勤
象
た
る
場
合
は
そ
の
確
認
が
相
封
性
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
問
題
は
絶
封
槽
以
外
の
基
本
的
法
律
關
係
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

例
え
ば
全
鰹
と
し
て
の
債
樺
關
係
・
身
分
法
上
の
地
位
・
肚
團
法
上
の
地
位
等
が
確
認
の
射
象
と
な
る
場
合
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
か
か
る
廣
い

法
律
關
係
を
確
認
訴
訟
の
鉗
象
と
す
る
場
合
、
そ
れ
は
法
的
安
定
性
の
要
請
か
ら
み
れ
ば
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
不
當
に
廣
い
範
園
に
お
い

て
當
事
者
を
拘
束
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
つ
と
も
こ
れ
ら
の
基
本
的
法
律
關
係
の
う
ち
身
分
法
上
の
地
位
の
確
認
と
肚
團
法
上

の
地
位
の
確
認
に
つ
い
て
は
事
物
の
性
質
上
垂
一
性
の
要
請
が
あ
る
し
、
特
に
前
者
は
法
律
上
そ
の
確
認
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
入
訴
法
一
條

以
下
婚
姻
無
敷
確
認
訴
訟
・
同
二
四
條
以
下
養
子
縁
組
無
敷
確
認
訴
訟
、
そ
の
他
法
律
上
規
定
は
な
い
が
一
般
σ
親
子
關
係
存
否
の
確
認
訴
訟
等
）
そ
の
限
り
で
問

　
　
（
1
1
）

題
が
な
い
。
結
局
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
全
鰹
と
し
て
の
債
椹
關
係
を
確
認
訴
訟
の
封
象
と
す
る
こ
と
の
是
非
で
あ
る
。
例
を
賃
貸
借
契
約
に

と
れ
ば
、
賃
貸
借
契
約
そ
の
も
の
を
確
認
訴
訟
の
鉗
象
と
し
、
こ
れ
を
既
到
力
を
も
つ
て
確
定
し
、
爾
後
、
當
該
賃
貸
借
契
約
を
基
本
的
法
律
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
1
2
）

係
と
し
て
派
生
す
る
個
々
の
構
利
、
例
え
ば
、
物
の
引
渡
請
求
椹
、
賃
料
支
梯
請
求
椹
、
無
断
輔
貸
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
椹
等
を
、
事
實
上
保

全
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
封
象
と
す
る
裁
到
に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
そ
の
も
の
の
存
否
に
つ
い
て
は
別
個
の
到
断
の
可
能
性
を
沿
滅
ぜ
し
め
る
こ
と

が
姜
當
か
、
又
は
確
認
の
封
象
と
し
て
は
個
々
の
椹
利
の
み
を
認
め
そ
の
都
度
基
本
た
る
債
椹
關
係
に
っ
い
て
到
断
を
繰
返
す
こ
と
が
安
當
で
あ

る
か
。
前
者
に
よ
り
法
的
安
定
性
の
要
請
が
張
く
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
か
か
る
法
的
安
定
性
の
要
講
と
相
容
れ
な
い
要
請
の
あ
る
こ
と

も
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
紛
雫
し
た
が
つ
て
そ
れ
に
鉗
す
る
到
断
の
相
封
性
の
要
請
に
反
す
る
と
思
わ
れ

（
1
3
）る

。
ま
た
か
か
る
基
本
的
法
律
關
係
の
確
認
に
既
到
力
を
認
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
既
到
力
の
客
観
的
範
園
を
そ
の
前
提
問
題
に
迄
擾
張
す
る

の
に
似
て
、
私
人
の
行
動
を
不
當
に
拘
束
し
、
誤
到
の
場
合
そ
の
弊
を
振
大
し
、
あ
ま
り
に
多
く
の
緊
張
を
裁
到
所
な
ら
び
に
當
事
者
に
與
え
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

こ
と
に
よ
り
訴
訟
の
遅
延
と
剣
断
の
困
難
と
の
原
因
と
も
な
ろ
う
。
前
者
す
な
わ
ち
到
断
の
相
封
性
に
關
し
、
娘
子
教
授
は
既
到
力
の
客
観
的
範

園
の
限
定
に
つ
き
、
「
若
し
他
の
椹
利
關
係
が
訴
訟
物
を
成
す
場
合
で
あ
れ
ば
、
當
事
者
と
し
て
も
自
ら
別
個
の
訴
訟
資
料
を
提
供
す
る
か
も
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
當
事
者
の
提
出
す
る
資
料
は
常
に
訴
訟
物
と
睨
合
せ
て
の
み
相
封
的
な
意
味
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぬ
」
と
蓮
べ
ら
れ
る
。
こ

の
既
到
力
の
客
観
的
範
園
の
相
鉗
性
に
關
す
る
議
論
は
前
掲
の
問
題
に
つ
い
て
は
愛
當
し
な
い
。
蓋
し
基
本
的
法
律
關
係
が
訴
訟
物
で
あ
れ
ば
、

當
事
者
と
し
て
も
自
ら
そ
れ
な
り
の
熊
度
に
基
づ
き
そ
れ
な
り
の
訴
訟
資
料
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
残
る
問
題
は
、
後
者
す
な

わ
ち
私
人
の
行
動
の
不
當
な
拘
束
、
誤
剣
の
弊
の
援
大
、
訴
訟
の
渥
延
と
裁
到
の
困
難
化
等
の
間
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
反
封
理
由
と

法
的
安
定
性
の
要
請
と
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
か
と
い
う
間
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
訴
訟
法
學
の
基
本
的
問
題
で
あ
り
訴
訟
観
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
こ
で
こ
の
黙
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
⑥
　
し
か
し
、
こ
こ
で
我
々
は
ど
う
し
て
も
司
法
の
本
質
に
た
ち
か
え
つ
て
問
題
を
な
が
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
⑧
に
お
い
て
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
事
は
訴
訟
観
訴
訟
本
質
論
と
密
接
に
關
蓮
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
從
來
お
よ
び
現
在
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
目
的
な
ら
び
に
本
質
か
ら
み
れ
ば
⑧
で
述
べ
た
本
質
的
理
由
は
安
當
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
從
來
の

立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
過
去
の
法
律
關
係
を
封
象
と
す
る
確
認
訴
訟
は
司
法
権
本
來
の
作
用
を
は
ず
れ
た
も
の
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
の

法
律
關
係
の
紛
孚
を
豫
防
な
ら
び
に
解
決
に
間
接
的
に
役
立
ち
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
司
法
作
用
本
來
の
領
域
に
入
れ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
別
個
に
法
的
安
定
性
の
要
請
を
認
め
る
な
ら
（
司
法
葬
用
の
本
質
に
つ
き
通
説
を
と
り
つ
つ
か
か
る
要
請
を
手
績
理
念
と
し
て
認

め
る
こ
と
自
艦
矛
盾
で
あ
る
が
）
、
か
か
る
理
念
に
基
づ
き
一
種
の
形
式
訴
訟
事
件
・
非
訟
事
件
と
し
て
、
確
認
訴
訟
の
形
式
を
利
用
す
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
」
ド
イ
ッ
の
新
訴
訟
物
理
論
に
お
い
て
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
裁
到
所
の
職
槽
の
櫃
大
、
法
的
安
定
性
の
重
覗
と
い
う
傾
向
が
、
手
績

上
の
理
念
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
現
在
の
法
的
紛
孚
の
適
法
な
解
決
」
と
い
う
訴
訟
理
念
に
、
我
々
は
當
然
修
正
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
一
〇
九
五
）



　
　
　
過
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三
六
　
　
　
（
一
〇
九
六
）

あ
る
い
は
、
前
掲
の
要
請
が
、
手
績
上
の
理
念
と
し
て
、
通
詮
的
訴
訟
理
念
と
同
格
の
關
係
に
お
い
て
で
は
な
く
、
下
位
の
理
念
と
し
て
要
請
さ

れ
て
い
る
な
ら
、
訴
訟
の
現
實
的
概
念
が
訴
訟
の
理
念
形
態
と
は
匝
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
規
定
さ
れ
る
訴
訟
の
概
念
は
行
政
乃
至
非

訟
事
件
と
匿
別
せ
ら
れ
う
る
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
私
は
、
訴
訟
手
績
と
は
、
法
到
断
そ
れ
自
龍
を
目
的
と
す
る
手
績
で
あ
る
と
老
え
る
。

そ
れ
以
上
の
も
の
で
も
そ
れ
以
下
の
も
の
で
も
な
い
。
訴
訟
と
非
訟
乃
至
行
政
と
で
は
、
法
到
断
そ
れ
自
髄
と
利
盆
の
促
進
と
い
う
二
種
の
目
的

が
輻
倒
し
て
い
る
。
訴
訟
に
あ
つ
て
は
前
者
が
主
目
的
、
後
者
は
反
射
敷
で
あ
り
、
行
政
乃
至
非
訟
事
件
に
あ
つ
て
は
後
者
が
主
目
的
で
あ
り
前

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

者
は
手
段
で
あ
る
。

　
④
　
以
上
の
理
由
か
ら
は
個
①
図
の
反
論
は
成
立
し
な
い
。
す
な
わ
ち
⑧
①
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
紛
孚
を
現
在
の
法
律
關
係
に
限
る
こ

と
は
、
民
事
訴
訟
の
理
念
か
ら
い
つ
て
も
狭
き
に
失
す
る
と
思
わ
れ
る
。
個
㈲
の
理
由
は
、
こ
の
黙
か
ら
必
ず
し
も
正
當
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
更
に
⑧
⑧
⑧
③
の
反
論
も
豫
防
司
法
乃
至
法
的
安
定
性
の
理
念
と
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
以
上
の
如
き
修
正
を
民
事
訴

訟
の
理
念
に
加
え
る
な
ら
ば
、
共
に
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
③
　
現
に
、
法
拡
、
一
定
の
場
合
、
基
本
的
法
律
關
係
し
か
も
過
去
の
そ
れ
が
確
認
訴
訟
の
鉗
象
た
り
う
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
前
述
せ
る
身
分
關
係
確
認
訴
訟
、
す
な
わ
ち
婚
姻
無
奴
確
認
、
養
子
縁
組
無
数
確
認
訴
訟
等
、
お
よ
び
商
法
二
五
二
條
株
主
組
合
決
議
無
数

の
訴
を
確
認
訴
訟
と
み
た
場
合
（
筆
者
は
賛
成
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
人
事
訴
訟
手
績
法
二
條
H
・
皿
・
W
項
は
、
配
偶
者
の
一
方
の
死
亡
に
よ
り
既

に
滑
滅
し
た
婚
姻
關
係
に
關
す
る
婚
姻
無
数
確
認
の
訴
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
確
認
訴
訟
の
封
象
た
る
婚
姻
關
係
は
、
配
偶
者
の
一
方
の

死
亡
に
よ
り
、
既
に
清
滅
し
過
去
の
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
現
在
の
個
々
の
法
律
關
係
に
影
響
を
與
え
る
基
本

的
法
律
開
係
で
あ
つ
て
、
た
と
え
過
去
の
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
、
現
在
の
個
々
の
法
律
關
係
の
確
定
に
よ
る
個
別

的
紛
雫
の
解
決
よ
り
も
よ
り
抜
本
的
解
決
で
あ
る
、
と
い
う
黙
に
本
訴
の
意
義
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
婚
姻
無
数
の
訴
を

も
つ
て
形
成
訴
訟
で
あ
る
と
す
れ
ば
問
題
は
別
で
あ
る
。
因
み
に
凋
逸
法
上
も
死
亡
せ
る
配
偶
者
を
め
ぐ
る
相
績
關
係
規
整
の
た
め
婚
姻
無
数
確



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

認
請
求
訴
訟
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
民
訴
法
自
艦
も
前
述
せ
る
如
く
中
間
確
認
の
訴
（
二
三
四
條
）
に
よ
り
先
決
間
題
と
し
て
基
本
的
法
律

關
係
を
確
認
の
鋤
象
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
ら
は
法
が
特
に
規
定
し
て
例
外
的
限
定
的
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

反
論
も
成
立
す
る
飴
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
・
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
事
件
を
、
前
述
せ
る
基
本
的
態
度
に
從
つ
て
解
繹
す
る
な
ら
ば
、
現
代
的

司
法
に
お
け
る
法
的
安
定
性
の
要
請
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

か
く
し
て
、
問
題
は
、
過
去
の
椹
利
乃
至
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
鋤
象
た
り
う
る
か
と
い
う
問
題
か
ら
、
法
的
安
定
性
乃
至
豫
防
司
法
の
要

請
か
ら
み
て
基
本
的
法
律
關
係
が
確
認
訴
訟
の
封
象
た
り
う
る
か
と
い
う
間
題
に
移
る
。
そ
し
て
後
者
を
肯
定
す
る
場
合
基
本
的
法
律
關
係
は
、

そ
れ
が
現
在
ま
た
は
過
去
の
い
ず
れ
の
も
の
で
あ
つ
て
も
そ
の
間
に
取
扱
い
上
の
相
違
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
範
園
で
過
去
の
法

律
關
係
も
確
認
訴
訟
の
封
象
と
な
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
③
　
確
認
の
利
盆
の
接
張
解
縄
に
つ
い
て
　
　
た
だ
以
上
の
婦
結
を
導
く
た
め
に
は
、
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
の
確
認
に
つ
き
帥
時
確
定
の

利
盤
が
あ
る
か
否
か
を
論
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
な
る
ほ
ど
給
付
訴
訟
に
封
す
る
確
認
訴
訟
の
特
質
か
ら
い
つ
て
、
確
認
の
利
盆
す
な
わ
ち
印
時
確
定
の
利
猛
が
確
認
訴
訟
の
認
め
ら
れ
る
場
合

を
限
定
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
孚
う
鯨
地
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
接
大
解
繹
の
傾
向
に
謝
す
る
閏
o
営
鴇
虫
目
臼
教
授
の
反

論
は
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
他
方
我
々
が
司
法
乃
至
民
事
訴
訟
の
概
念
に
多
少
の
修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
、
帥
時
確
定
の

利
盆
も
、
そ
れ
な
り
に
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
い
か
な
る
方
向
に
修
正
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
從
來
印
時
確
定
の
利
盆
は
、
「
原
告
の
椹
利
又
は
法
律
的
地
位
に
現
存
す
る
不
安
危
瞼
を
除
却
す
る
た
め
に
、
　
一
定
の
椹
利
關
係
の
存
否
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

反
封
の
利
害
關
係
人
で
あ
る
被
告
と
の
間
で
到
決
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
、
必
要
且
適
切
で
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
當
該
法
律
關
係
の
確
認
に
よ
り
現
在
の
法
的
紛
孚
が
直
接
に
解
決
さ
れ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
現
在
の
法

　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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一
〇
九
七
）
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三
八
　
　
　
（
一
〇
九
八
）

的
紛
雫
の
解
決
と
い
う
訴
訟
理
念
か
ら
演
繹
さ
れ
る
。
し
か
る
に
か
か
る
訴
訟
の
理
念
が
法
的
安
定
性
と
い
う
理
念
に
よ
り
修
正
を
加
え
ら
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
面
か
ら
も
印
時
確
定
の
利
猛
も
ま
た
そ
の
内
容
が
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
過
去
の
法
律
關
係
に
つ
い
て
も
、
①
そ
の
確
認
が
現
在
の
法
的
紛
孚
の
解
決
に
事
實
上
適
切
で
あ
る
場
合
、
②
そ
の
確
認
が
豫
防
的

機
能
を
果
す
場
合
に
は
共
に
印
時
確
認
の
利
盆
あ
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
黙
を
も
う
す
こ
し
詳
細
に
論
じ
て
み
よ
う
。
帥
時
確
認
の
利
盆
あ
り
と
い
う
た
め
に
は
、
濁
逸
の
通
論
の
い
う
よ
う
に
、
現
在
の
法
律
關

係
と
當
該
過
去
の
法
律
關
係
と
の
間
に
一
定
の
關
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
現
在
の
個
別
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
雫
が
過
去
の

基
本
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
孚
に
基
因
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
複
数
の
個
別
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
箏
が
事
實
上

存
在
し
、
そ
れ
ら
が
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
孚
に
基
因
し
て
い
る
場
合
は
勿
論
當
該
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
即
時

確
定
の
利
盆
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
現
實
に
は
、
現
在
の
輩
一
の
派
生
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
紛
雫
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
の

現
在
の
派
生
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
も
紛
孚
が
生
じ
る
可
能
性
の
充
分
認
め
ら
れ
る
場
合
、
や
は
り
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
に
つ
き
帥
時
確
認

の
利
盤
あ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、
過
去
の
基
本
的
法
律
關
係
に
つ
い
て
の
紛
箏
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
一
つ
の
派
生
的
法
律
關
係
が

紛
雫
の
封
象
と
な
つ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
、
豫
防
的
機
能
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。

　
㈲
　
確
認
訴
訟
の
封
象
の
無
制
限
撞
大
に
つ
い
て
　
　
確
か
に
現
在
の
法
律
關
係
は
、
す
べ
て
の
過
去
の
法
律
關
係
を
基
礎
と
し
て
焚
展
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
過
去
の
法
律
關
係
の
な
か
に
は
そ
れ
を
確
定
し
て
み
て
も
現
在
の
法
的
紛
孚
の
解
決
に
と
つ
て
意
味
の
な
い
も
の
と
、

現
在
の
法
律
關
係
の
確
定
に
繋
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
は
中
間
確
認
の
訴
に
所
謂
先
決
問
題
た
る
法
律
關
係
で
あ
る
。
そ
し
て
過
去
の
法
律
關

係
の
う
ち
か
か
る
法
律
關
係
の
み
が
確
認
の
封
象
と
な
り
う
る
。
し
た
が
つ
て
過
去
の
法
律
關
係
が
際
限
な
く
確
認
の
鉗
象
之
な
り
う
る
わ
け
で

は
な
い
。

　
こ
の
場
合
主
問
題
た
る
現
在
の
法
律
關
係
と
先
決
問
題
た
る
過
去
の
法
律
關
係
と
の
間
に
、
主
と
先
決
の
關
係
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
原
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告
が
奉
謹
責
任
を
負
う
。

　
（
1
）
　
同
旨
、
宮
崎
、
前
掲
、
六
一
頁
以
下
。
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昌
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自
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●
し
か
し
一
般
に
給
付
訴
訟
の
可
能
な
場
合
、
確
認
訴
訟
が
提
起
し
う
る
や
否
や

　
　
　
に
つ
き
學
説
の
鋤
立
が
あ
る
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
月
、
前
揚
、
一
四
五
頁
お
よ
び
一
五
〇
頁
註
二
八
参
照
。
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廉
子
、
禮
系
、
一
四
四
頁
、
中
村
、
要
論
、
九
六
頁
お
よ
び
一
〇
〇
頁
、
山
木
戸
、
前
掲
書
、
七
四
頁
、
＜
σ
R
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・
ω
ε
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。
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ロ
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●
そ
こ
で
は
、
確
認
訴
訟
に
お
け
る
椹
利
保
護
の
特
質
は
、
た
だ
法
確
定
力
と
剣
決
の
事
實
敷
の
み
を
付
與
す
る
鮎
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
豫
防

　
　
　
的
機
能
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
な
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ミ
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（
7
）
　
曾
肚
法
上
の
訴
は
多
く
は
形
成
訴
訟
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
の
み
確
認
訴
訟
は
そ
の
重
要
性
を
獲
揮
す
る
。
＜
的
一
・
b
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昌
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騨
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O
‘
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器
自
一
b
o
．

　
（
8
）
　
宮
崎
、
前
掲
、
六
〇
頁
。

　
（
9
）
　
中
田
教
授
は
、
商
法
二
五
二
條
の
総
會
決
議
無
敷
確
認
の
訴
は
確
認
の
訴
の
一
種
と
さ
れ
衣
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
総
曾
決
議
は
「
法
律
敷
果
で
は
な
い

　
　
　
の
で
あ
る
か
ら
、
決
議
そ
の
も
の
が
確
認
の
鉗
象
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
確
認
封
象
の
資
格
に
關
す
る
一
般
原
則
に
反
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
し
、
會
肚
な
る
肚
團
關
係
に
お
い
て
は
、
　
一
つ
の
総
會
決
議
が
あ
る
と
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
封
内
的
に
も
封
外
的
に
も
、
さ
ら
に
多
く
の
法
律
關
係
が
形

　
　
　
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
鑑
み
、
も
し
そ
の
決
議
の
敷
力
が
箏
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
直
接
の
敷
果
と
し
て
生
じ
、
も
し
く
は
こ
れ
を
前
提
と
し
て
爽
展
し
た

　
　
　
個
々
の
法
律
關
係
の
存
否
を
問
題
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
つ
た
當
該
決
議
を
と
ら
え
て
、
そ
の
有
敷
・
無
敷
の
確
定
を
は
か
る
ほ
う

　
　
　
が
、
む
し
ろ
當
該
決
議
を
め
ぐ
る
紛
箏
解
決
の
手
段
と
し
て
は
、
よ
り
抜
本
的
で
あ
る
と
の
考
慮
か
ら
、

商
法
第
二
五
二
條
は
、
と
く
に
決
議
そ
の
も
の
を
謝

　
　
　
象
と
す
る
、
そ
の
敷
力
の
確
認
を
認
め
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。
中
田
教
授
、
株
主
総
會
決
議
の
環
疵
、
私
法
一
八
號
、
一
二
頁
。
商
法
二

　
　
　
五
二
條
の
総
會
決
議
無
敷
確
認
の
訴
を
私
は
形
成
の
訴
と
解
す
る
の
が
正
當
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が
形
成
の
訴
か
確
認
の
訴
か
は
一
鷹
別
と
し
て
、
確
認

　
　
　
の
訴
と
”
解
す
る
場
合
、
、
私
の
考
え
方
は
中
田
教
授
の
そ
れ
に
類
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
絡
會
決
議
の
敷
力
と
い
う
よ
り
基
本
的
法
律
關
係
を
把
え
て
こ
れ
を
確

　
　
　
定
し
、
派
生
的
個
別
的
椹
利
乃
至
法
律
關
係
の
判
断
に
際
し
て
こ
の
黙
に
關
す
る
法
的
安
定
性
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
紛
争
を
根
本
的
に
解
決
し
よ
う
と

　
　
　
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
か
か
る
基
本
的
法
律
關
係
の
う
ち
、
商
法
二
五
二
條
の
よ
う
に
特
に
法
が
認
め
た
も
の
に
限
り
確
認
の
封
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟
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と
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
會
肚
法
上
認
め
ら
れ
る
訴
は
形
成
訴
訟
が
多
い
。
し
か
し
商
法
二
五
二
條
の
訴
の
性
質
も
問
題
が
あ
る
し
、
肚
員
た
る
地
位
の
確
認
を
求
め
る
一
般
の
確
認

訴
訟
の
如
き
も
の
も
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
身
分
關
係
に
關
す
る
訴
の
う
ち
、
婚
姻
の
取
消
・
嫡
出
否
認
・
認
知
の
訴
等
は
と
も
か
く
と
し
て
、
婚
姻
無
敷
・
養
子
線
組
無
敷
の
訴
等
を
も
形
成
訴
訟
と

す
る
見
解
が
あ
る
が
、
私
は
賛
成
し
え
な
い
。
そ
の
當
否
は
別
と
し
て
、
形
成
訴
訟
と
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
身
分
法
上
の
地
位
に
關
す
る
訴
は
、
す
べ
て
形

成
訴
訟
と
な
り
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
蝕
地
も
な
く
な
る
。

　
基
本
的
法
律
關
係
た
る
賃
貸
借
契
約
關
係
の
存
否
に
關
す
る
如
何
な
る
確
認
が
意
味
を
も
つ
の
か
。
原
被
告
間
の
土
地
利
用
關
係
が
、
地
上
椹
に
よ
る
も
の

か
、
叉
は
賃
貸
借
關
係
か
が
箏
わ
れ
て
い
る
場
合
、
契
約
成
立
時
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
契
約
が
成
立
し
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
反
し
、
　
一
定
期
間
の
賃
料
の
支
沸
請
求
椹
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
過
去
の
一
定
期
問
に
一
定
の
内
容
の
あ
る
賃
貸
借
契
約
關
係
が
存
在
し
た
こ
と
の
確
認
が

意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
綾
子
、
既
判
力
と
参
加
的
敷
力
、
民
事
法
研
究
二
巻
、
六
二
頁
。

　
伊
東
、
民
事
訴
訟
法
第
一
部
第
一
分
冊
（
慶
大
通
信
教
育
教
材
）
二
〇
頁
。
既
判
力
の
範
園
、
民
事
訴
訟
法
講
座
三
巻
、
七
一
七
頁
。

　
註
1
3
滲
照
。

　
拙
稿
、
非
訟
事
件
理
論
の
限
界
、
法
學
研
究
三
〇
巻
一
二
號
、
八
七
頁
。
非
訟
事
件
の
定
型
分
類
、
法
學
研
究
三
一
巻
四
號
、
　
一
八
頁
以
下
。
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兼
子
、
禮
系
、
　
一
五
六
頁
。

　
拙
稿
、
椹
利
保
護
の
必
要
、
慶
慮
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
丈
集
（
法
學
部
法
律
學
關
係
）
所
牧
滲
照
。

四
　
結

論

以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
を
こ
こ
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

ω
　
過
去
の
法
律
關
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
法
律
關
係
に
關
す
る
紛
雫
を
事
實
上
解
決
す
る
場
合
、

お
よ
び
現
在
の
紛
孚
を
解
決
す



　
　
　
ち
　
　
ヤ

る
よ
り
よ
り
適
切
な
解
決
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
確
認
に
つ
き
確
認
の
利
盆
が
あ
る
。

　
⑧
　
基
本
的
法
律
關
係
は
そ
れ
が
過
去
の
も
の
で
あ
つ
て
も
、
法
的
安
定
性
の
要
講
乃
至
は
豫
防
的
機
能
よ
り
み
て
確
認
の
利
盆
が
あ
る
。
か

か
る
結
論
を
出
す
た
め
に
は
、
從
來
の
司
法
乃
至
民
事
訴
訟
法
の
概
念
を
攣
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
過
去
の
法
律
關
係
だ
か
ら
訴
の
利
猛
が
な
い
と
し
て
、
一
律
に
訴
を
却
下
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
問
題
は
請
求
適
格
の
存

否
で
は
な
く
、
具
髄
的
な
確
認
の
利
盤
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

過
去
の
法
律
關
係
と
確
認
訴
訟

四
一

（
一
一
〇
一
）


